
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  政策分野１   
【防災・福祉・健康】 

安全ですこやかに暮らせるまちづくり 

1-1 ここに住むすべての人の安全な生活を守る 

（危機管理・防災・消防） 

1-2 健康で自分らしく暮らす 

（健康づくり・地域医療） 

1-3 生涯を通じて誰もが生きがいを持ち安心し

て暮らす       （高齢者・介護） 

1-4 互いに支え合い、いきいきと幸せに暮らす 

（地域福祉・障害福祉） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い確率で発生が予測される南海トラフ巨大地震、局地的・短時間豪雨、新型コロナウイル

ス感染症の流行等、多様化・複雑化・激甚化１するあらゆる危機事態への対応が求められてい

ます。 

こういった事態からの被害を最小限に抑えるためには、国・県等の他団体はもとより、地域

住民も含め全体かつ組織的に防災対策に取り組むことが必要となります。 

連携体制の構築・強化や地域防災力の向上といったソフト面と、居住空間の安全確保や公共

インフラの整備といったハード面からの対策を推進するとともに、危機事態対応の原則「知る」

「知らせる」「助ける」「求める」を共有し、ここに住むすべての人の生命と財産を守ります。 

基本的な施策の方向性 

施策と内容 

施策の柱 

１-１ 

ここに住むすべての人の安全な
生活を守る（危機管理・防災・消防） 

２．地域防災⼒の維持・向上の取り組みを加速します 
災害発生時には、市と自主防災組織等の地区の救援組織が協力し、要配慮者４を含め地域の隅々

まで救援の手を差し伸べ、被害を最小限に抑える必要があります。 

少子高齢化が進行し、地域コミュニティ内での住民同士の関係性が変化する中、地区の救援組

織のニーズに応じた適切な支援を行うことにより、地域防災力の維持・向上の取り組みを加速し

ます。 

１．危機管理体制の実効性を向上させます 
あらゆる危機事態に的確な対処ができるよう、体制の維持・強化、対応力の向上を図ります。 

また、災害対応の原動力となる消防団の組織力を強化させるほか、災害対応のキーマンとな

る市職員の育成を進めることで、危機管理体制の実効性を向上させます。 

主要な取り組みの事例 
●国土強靭化地域計画や地震対策アクションプログ

ラムに沿った事業の推進 

●新庁舎における災害対策拠点の構築 

●ＵＰＺ安全協定２の適切な運用 

●ＢＣＰ３等に基づく対応力の強化 

●消防団の組織体制の見直しと団員確保の取り組み 

●危機管理の専門知見を有する人材の育成 

主要な取り組みの事例 
●自主防災組織が行う防災訓練などの活動支援 

●自主防災組織が行う資機材配備に対する支援 

●地域防災の核となる人材の育成 

●避難行動要支援者５を支援する仕組みの構築 
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 用語解説  
１【激甚化】きわめてはげしいこと、はなはだしいこと。また、そのさま。 

２【ＵＰＺ安全協定】「浜岡原子力発電所の周辺市町の安全確保等に関する協定書」のこと。平成 28 年７月８日に、県知事、中部電力株式会社代

表取締役社長社長執行役員、５市２町（島田市、藤枝市、焼津市、袋井市、磐田市、吉田町、森町）首長が調印した。 

３【ＢＣＰ（業務継続計画）】Business Continuity Plan の略で、災害・事故を受けても重要業務をなるべく中断せず、中断してもできるだけ早急

に復旧させるための計画 

４【要配慮者】高齢者、障害者、乳幼児等の防災施策において特に配慮を要する者 

５【避難行動要支援者】要配慮者のうち、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に自ら避難することが困難な者であって、その円滑かつ迅

速な避難の確保を図るため特に支援を要する者 
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３．市⺠の安全確保を確実にする環境を整備します 
居住空間の安全確保を進めます。また、伝達手段を多様化することで確実に情報を伝える体制

を構築するとともに、公共施設等の耐震化や道路の無電柱化といったハード整備を進め、様々な

危機事態に対する市民の安全確保を確実なものとしていきます。 

４．広域の消防救急体制を含め、関係機関等との連携体制を充実強化します 
広域消防救急体制のスケールメリットを最大限に生かして、火災・事故・災害の初動において

市民の生命・財産を確実に守る体制を堅持します。 

また、自衛隊、消防、警察、ＤＭＡＴ６等の広域応援部隊はもとより、指定地方公共機関７とし

て指定を受けた事業所のほか、災害応援協定を締結した自治体や民間事業者、ボランティア活動

を担う民間団体等との連携体制を充実・強化します。 

この柱のみんなでめざそう値 

 めざそう値は現在検
討中です 
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主要な取り組みの事例 
●木造住宅の耐震化など家庭の防災対策への支援 

●防災メールや防災ＬＩＮＥの登録周知 

●島田市公共施設等総合管理計画を踏まえた公共施設の

耐震化 

●無電柱化による安全・安心な避難経路の確保 

●土砂災害から市民の命と財産を守るハード整備 

●河川氾濫から市民の命と財産を守る流域治水プロジェ

クトへの参画 

主要な取り組みの事例 
●消防救急広域体制の維持と効果を高める取り組み 

●救命率向上のための、市民への応急手当の知識・技

術の普及 

●関係機関、関係団体等との災害応援協定の締結及び

協定に基づく連携体制の具現化の検証 
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 用語解説  
６【ＤＭＡＴ】Disaster Medical Assistance Team の略で、専門的なトレーニングを受け、災害急性期に活動できる機動性を有する、救命治

療を目的とする医療チームのこと 

７【指定地方公共機関】都道府県の区域において電気、ガス、輸送、通信、医療その他の公益的事業を営む法人地方道路公社その他の公共的

施設を管理する法人及び地方独立行政法人で、あらかじめ当該法人の意見を聴いて当該都道府県知事が指定する機関 

８【パンデミック】感染症の世界的大流行のこと 

５．あらゆるパンデミック８から市⺠の生命と生活を守ります 
世界を震撼させた新型コロナウイルス感染症拡大による影響や体験を、私たちは教訓にしなけ

ればなりません。正確な情報の収集・発信や、国・県・医療機関等との連携、柔軟な対応ができ

る体制の整備、感染症対策を備えた避難所の整備などを進め、あらゆるパンデミックから市民の

生命と生活を守ります。 

主要な取り組みの事例 
●感染症拡大に伴い需要が拡大することが予測され

る物品の備蓄 

●市民一丸となった感染拡大防止対策の徹底 

●避難所運営会議や防災訓練を通じた避難所運営手

順の確認 
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全国的な傾向と同様に当市でも、三大生活習慣病（がん、心疾患、脳血管疾患）が主な死亡

原因となる割合が高くなっています。こうしたことから、望ましい生活習慣への改善や各種が

ん検診、特定健診への理解を深めることで、がんの早期発見・早期治療をはじめとする生活習

慣病の発症予防・重症化予防を進めます。 

また、令和３年５月に開院した「島田市立総合医療センター」と地域の医療機関、介護事業

所が連携した地域医療の充実を図り、いつまでも、地域で、元気に、自分らしく暮らせる社会

を目指します。 

基本的な施策の方向性 

施策と内容 

１．市⺠の健康意識を高め、健康づくりを支援します 
「島田市健康増進計画」に基づき、生活習慣病の発症・重症化予防や、生活習慣の改善のた

め、地域の場の力（ソーシャルキャピタル）１を活用した健康づくりを進めます。 

また、「島田市食育２推進計画」に基づき、食を通じた生涯にわたる健康づくりを広めます。 

主要な取り組みの事例 
●各種がん検診の実施及び要精密検査となった方へ

の受診勧奨 

●市民の健康意識を高める「しまだ健幸マイレージ

３」のさらなる推進 

●正しい健康情報を伝える「健幸アンバサダー４」の

養成 

●市民一人ひとりが、主体的に食育を実践できる環

境づくり 

●家族や仲間と食事を取る「共食の推進」 

２．島⽥市⽴総合医療センターで質の高い医療を実践します 
市民の大きな期待を背負い、令和３年５月に「島田市立総合医療センター」が開院しました。 

地域医療の中核を担う急性期病院５として、また、災害時の拠点病院として、医師の確保と

安定経営に努めることで、質の高い医療を継続的に実践していきます。 

主要な取り組みの事例 
●常勤医師はじめ医療スタッフの安定確保 

●災害拠点病院として災害時医療体制の充実 

●グランドオープンに向けた外構整備 

施策の柱 

健康で⾃分らしく暮らす
（健康づくり・地域医療） １-２ 

 用語解説  
１【地域の場の力（ソーシャルキャピタル）】人々の協調行動を活発にすることによって、社会の効率性を高めることのできる、「信頼」「規範」

「ネットワーク」といった社会組織の特徴 

２【食育】生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであり、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力

を習得し、健全な食生活を実現することができる人間を育てること 

３【しまだ健幸マイレージ】市民の健幸づくりを応援するポイント制度で、運動や食事、健（検）診、社会参加など、自分に合った健幸づくりに取

り組みポイントを貯め、特典に応募できる仕組み 

４【健幸アンバサダー】健幸づくりに関する正しい知識や上手な情報の伝え方を学び、友人や近所の人など、周囲の人に情報を伝える人 

５【急性期病院】症状が急に現れる時期、病気になり始めの時期に、症状に応じた検査や処置、手術といった対応を 24 時間体制で行う病院 
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 ３．地域医療の充実と確保を図ります 

急速に進行する高齢化に伴い、医療・介護需要が急激に増加しています。さらに今後は、医

療と介護の両方が必要な方が増加するだけでなく、障害や生活困窮等の複合的な課題を持つケ

ースが増加することが予測されます。 

「地域医療基本条例」の理念に基づき、市民と医療機関、市がそれぞれの役割を果たしつつ、

相互に連携し、協働することで地域医療の充実と確保を図ります。 

主要な取り組みの事例 
●医療と介護の連携強化 

●在宅医療の推進 

●24 時間 365 日訪問看護ステーションの安定運営 

●看護師を志す強い意志を持った学生の確保 

●看護学校の健全運営と今後のあり方の検討 

４．国⺠健康保険制度の安定運営に努めます 
国民健康保険制度においては、団塊の世代が後期高齢者医療制度に移行することで被保険者

の大幅な減少が見込まれます。 

保険給付の適正な実施、医療費の適正化、国保事業の広域的・効率的な運営等に取り組むこ

とで、将来にわたって市民が安心して医療を受けられるよう国民健康保険事業の安定運営に努

めます。 

主要な取り組みの事例 
●医療費通知、ジェネリック差額通知６の送付による、

医療費抑制への働きかけ 

●国民健康保険税収納率向上に向けた取り組みの推進 

●特定健康診査受診率の向上、特定保健指導実施率の

維持による生活習慣病の発症・重症化予防の推進 

 

この柱のみんなでめざそう値 

めざそう値は現在検討中で
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 用語解説  
６【ジェネリック差額通知】先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えた場合、自己負担がどの程度抑えられるかを記載した通知 
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一人ひとりの自立した生活と健康寿命の延伸を図るため、介護予防１や生きがいづくりを進

めるとともに、医療や介護を必要とする状態になっても、誰もが安心して暮らすことができる

よう、地域における支え合いの仕組みづくりや関係機関との連携による包括的かつ適切なサー

ビスの提供に取り組んでいきます。 

そして、これまで取り組んできた医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体となった地域

包括ケアシステムをさらに推進し、「地域共生社会２」の実現を目指します。 

基本的な施策の方向性 

施策と内容 

２．安心して暮らせる環境づくりを推進します 
高齢者が地域で孤立することを防ぐため、地域みんなで高齢者を見守る体制を整えます。 

成年後見制度８の普及や養護老人ホーム「ぎんもくせい」の運営により、すべての高齢者が

安心して暮らせる環境づくりを推進します。 

１．⾃⽴した生活と健康寿命の延伸を図ります 
介護予防事業を推進するとともに、生きがいづくりの取り組みを支援し、高齢者の自立した

生活と健康寿命の延伸を図ります。 

また、住民主体の生活支援サービスを推進し、地域の支え合い体制を構築することで、高齢

者が住み慣れた地域で生きがいを持って生活できる環境を整えます。 

主要な取り組みの事例 
●「しまトレ３」のさらなる展開 

●「居場所４」や「パワーリハビリ教室５」の活用促進 

●老人クラブ活動の支援 

●「協議体６」と「小地域ケア会議７」を連動し、地域

の実情に合った支え合い体制づくりの推進 

●住民主体の外出支援サービスの推進 

施策の柱 

安心して暮らす（高齢者・介護）１-３ 

主要な取り組みの事例 
●成年後見支援センターを中心とした成年後見制度

の普及と利用促進 

●養護老人ホーム「ぎんもくせい」の管理運営 

 

 用語解説  
１【介護予防】運動機能の低下や低栄養状態等からくる生活機能の低下により、要支援、要介護状態になることや、要介護状態の悪化を防ぐこと 

２【地域共生社会】制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人

と資源が世代や分野を超えつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共に創っていく社会を目指すもの 

３【しまトレ】介護予防に効果的な体操 

４【居場所】いつでも、誰でも、自由に集まれる交流の場所 

５【パワーリハビリ教室】専用の機械を使って、軽い重りでゆっくりと運動を行う教室 

６【協議体】各地域において生活支援コーディネーターと生活支援・介護予防サービスの提供主体等が参画し、定期的な情報共有及び連携強化の場

として、中核となるネットワーク 

７【小地域ケア会議】各高齢者あんしんセンター主催の地域の関係者等が参加する地域の課題の解決を目的とした会議 

８【成年後見制度】認知症、知的障害、精神障害等の理由により判断能力が不十分となった人が、財産管理や契約で不利益を被ることや、人間とし

ての尊厳が損なわれることのないよう、主に法律面で支援する制度 
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 用語解説  
９【8050 問題】80 代の親が 50 代のひきこもりの子どもの生活を支える問題 

10【ダブルケア】子育てや介護といった、家族等近親者を同時進行でケアしていくこと 

11【地域包括支援センター】高齢者が住み慣れた地域で、その人らしい生活を続けられるように、介護・保健・医療・福祉の幅広い相談に応

じ、助言や支援を行う総合相談窓口。介護保険法に基づき、市に設置されている。 

12【チームオレンジ】認知症サポーター等が支援チームを作り、認知症の人やその家族の支援ニーズに合った具体的な支援につなげる仕組み 

13【認知症カフェ】認知症の方やその家族が、地域の人や専門家と相互に情報を共有して理解し合うとともに、認知症の人の介護者の負担軽

減を図る場所 

 

この柱のみんなでめざそう値 

 めざそう値は現在検討中で
す 

R2(2020) 
 

R7(2025) 
 

４．介護保険サービスの適正な提供を推進します 

高齢者の増加が見込まれる中で、介護が必要な状態となっても地域で自分らしい暮らしを継

続できるよう、「島田市高齢者保健福祉計画（島田市介護保険事業計画）」に基づき、介護保

険サービスの充実と適正な提供を推進します。 

主要な取り組みの事例 
●介護給付の適正化 

●介護サービス事業者への指導・監督 

●多様な介護人材の確保と定着 

●地域密着型サービスの充実 

３．心身の状態変化に応じた包括的支援を推進します 
地域で暮らす高齢者の状況は、医療・介護・障害・生活困窮等の複合的な課題を持つケース

や、8050 問題９、ダブルケア 10といった新たな課題も生じており、複雑化が進んでいます。こ

のような様々な課題に対応するため、高齢者の総合相談窓口として地域包括支援センター11を

設置し、包括的支援を推進します。 

 また、医療・介護の連携及び認知症対策を実施することにより、医療や介護が必要になって

も、認知症になっても、暮らし続けられる地域づくりに努めます。 

主要な取り組みの事例 
●地域包括支援センター機能の充実 

●地域における医療と介護の連携強化 

●「チームオレンジ 12」、「認知症カフェ 13」など認知

症への理解促進 

●認知症による行方不明者を早期に発見・保護するた

めの「みまもりあいプロジェクト」及び「徘徊高齢

者等事前登録事業」の推進 

 

 は
じ
め
に 

 基
本
構
想 

 基
本
計
画 

 政
策
分
野
１ 

 政
策
分
野
２ 

 政
策
分
野
３ 

 政
策
分
野
４ 

 政
策
分
野
５ 

 政
策
分
野
６ 

 政
策
分
野
７ 

 

R2(2020) 

 

めざそう値は現在検討中です 

 

め
ざ
そ
う
値 

R7(2025) 

 

R2(2020) 

 

めざそう値は現在検討中です 

 

め
ざ
そ
う
値 

R7(2025) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策の柱 

様々な理由で生活に困窮する人に対し、生活保護に至る前の段階からの支援を充実させて

いきます。 

また、障害のある人が地域で安心して暮らすことができるように、行政の取り組みに加え、

地域住民や事業者、関係機関が連携し、障害のある人もない人も共に認め合い、互いに支え合

いながら生活できる環境づくりを進めていきます。 

市民一人ひとりが、いきいきと安心して暮らせるよう、地域における「ふれあい」「支え合

い」「助け合い」の体制づくりを進め、人と人との確かな絆を感じられる社会を目指します。 

基本的な施策の方向性 

施策と内容 

２．⾃⽴した生活を送ることができるよう支援します 
生活困窮者は、心身の状況、地域社会からの孤立などの状況により、自ら相談に出向くこと

ができない場合があるため、地域や関係機関などと協力して、生活困窮者の早期支援を進める

ことが必要です。苦しい生活を余儀なくされている人が自立し、安定した生活を送ることがで

きるように支援します。 

１．地域福祉活動を積極的に推進します 
「島田市地域福祉計画」に基づき、地域住民と行政及び社会福祉協議会がそれぞれの役割分

担のもと、地域内での交流機会を増やし、地域で活躍する人材を育て、地域における課題解決

力を高めていく仕組みづくりを進めます。 

また、地域福祉を推進するため、民生委員・児童委員、地区民生委員児童委員協議会及び島

田市社会福祉協議会の活動を支援します。 

主要な取り組みの事例 
●生活困窮世帯の子どもの学習・生活支援など生活困

窮者自立支援制度２に基づく事業の充実 

●生活保護受給者の自立支援 

●「フードドライブ３」への協力と「フードバンク４」

の活用 

主要な取り組みの事例 
●福祉関係団体との連携を強化した地域福祉活動の充

実 

●小地域福祉活動を推進する地区社会福祉協議会１の

設立支援 

互いに支え合い、いきいきと幸せ
に暮らす（地域福祉・障害福祉） １-４ 

 用語解説  
１【地区社会福祉協議会】地域の福祉課題の解決に向け、地域住民全員が福祉の担い手となり、住民同士がお互いに「支え合うこと」を目的に様々

な活動を展開する任意の団体 

２【生活困窮者自立支援制度】生活困窮者に対し、自立相談支援事業、住宅確保給付金の支給、就労準備支援事業、家計相談支援事業、就労訓練事

業、生活困窮世帯の子どもの学習支援、一時生活支援事業などの支援を行う制度のこと。平成 27 年 4月から開始されている。 

３【フードドライブ】家庭に眠っている不用な食品を集める活動のこと 

４【フードバンク】フードドライブで集めた食品を、支援を必要とする人たちに対して届ける活動のこと 
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３．障害の相互理解と障害のある人の社会参加を促進します 
障害の有無にかかわらず、地域に住むすべての人が互いに理解を深めることを促進します。

また、コミュニケーション支援など障害者に寄り添った支援を行うとともに、障害者雇用・就

労を促進することで、誰もが自分らしく生きることができる社会の実現を目指します。 

４．障害福祉サービスの充実を図ります 
障害のある人が住み慣れた地域で安心していきいきと暮らすことができるよう、相談体制の

充実や障害福祉サービス５の充実を図ります。 

主要な取り組みの事例 
●障害のある人に対する理解の啓発活動 

●障害の特性に応じたコミュニケーション支援の充

実 

●障害の特性に配慮した就労支援 

●障害のある人の能力や適性に応じた雇用環境の整

備・確保に向けた企業等への働きかけ 

主要な取り組みの事例 
●障害のある人やその家族が相談できる体制の充実 

●障害の特性や程度に応じた障害福祉サービスの提

供 

●障害のある人等に対する権利擁護施策の推進や虐

待防止対策の強化 
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 用語解説  
５【障害福祉サービス】障害者の日常生活と社会生活を総合的に支援するための法律に基づき、国県によって仕組みが統一された「自立支援

給付」と、地域での生活を支えるために、地域の実情に応じて実施される、市独自の「地域生活支援事業」がある。個々の障害のある人々

の障害程度や勘案すべき事項（社会活動や介護者、居住等の状況）を踏まえ、個別に支給決定が行われる。 
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  政策分野２   
【子育て・教育】 

子育て・教育環境が充実するまちづくり 

2-1 子どもを生み育てやすい環境をつくる 

（子育て） 

2-2 地域ぐるみの教育環境をつくる 

（学校支援・子ども支援） 

2-3 豊かな心を育む教育を進める 

（義務教育） 

2-4 地域で学びの力を発揮する人材を育てる 

（社会教育） 

2-5 生涯スポーツを楽しむ人を増やす 

（スポーツ活動） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の柱 

未来の島田を担うのは子どもです。子どもが欲しいと願う市民の想いを実現するため、この

まちで安心して生み、育てていける環境をつくります。 

そのため、すべての子どもや子育て家庭を地域全体で支える環境をつくり、「子育てしやすい

まち パパ・ママに寄り添うまち 子育て応援都市 島田」の実現を目指して、切れ目のない

総合的な子育て支援を一層充実させていきます。 

基本的な施策の方向性 

施策と内容 

２．⼦育てを温かく⾒守る環境をつくります 
子ども・保護者の交流の場や気軽に相談できる体制を充実させるとともに、子育てに関する

情報をきめ細やかに発信し、子育てへの不安解消や孤立化の防止に取り組むことで、子育てを

みんなで温かく見守る環境をつくります。 

１．家庭を持ちたくなる環境づくりを推進します 
少子化の背景にある男女の未婚化には、相手に出逢う機会の減少をはじめ、家庭や子どもを

持つことへの経済的な負担や、仕事と家庭の両立に対する不安といった課題が潜んでいます。 

家庭を持つきっかけづくりを積極的に行うとともに、家庭を持った後の夫婦生活や、子ども

を生み育てることへの不安をやわらげる取り組みにより、安心して家庭が持てる環境を整えて

いきます。 

主要な取り組みの事例 
●地域子育て支援センター１における子育て仲間同士

の交流機会の創出 

●こども館や児童館など多世代交流の場、遊び場の提

供 

●子育て支援ネットワーク２が推進する「ひとりじゃ

ないでね応援団３」の活動支援 

●子育てに関する支援全般を担う「子ども家庭総合支

援拠点４」の運営 

●総合相談窓口「子育てコンシェルジュ」による、一

人ひとりに寄り添った支援 

●育児サポーター派遣による子育てのスタート支援 

●島田市子育て応援サイト「しまいく」による子育て

情報の発信 
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 用語解説  
１【子育て支援センター】地域子育て支援拠点として子育て中の親子にとっての身近な支援場所。子育て親子の交流の場の提供と交流の促進を図

り、子育て等に関する相談・援助の実施や子育て関連情報の提供・講習等を実施するための拠点 

２【子育て支援ネットワーク】島田の子育ての輪を広げていくことを目的とした組織。子育て支援にかかわる団体や関係機関が会員となり、交流

会や情報交換などを実施 

主要な取り組みの事例 
●結婚支援ネットワークによる出逢いの場の創出 

●所得の低い新婚世帯に対する新居取得費用等の助

成 

●不妊治療や不育症治療等に要する経費の一部助成 

⼦どもを生み育てやすい環境を
つくる（⼦育て） ２-１ 
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３．切れ目ない⽀援で、親⼦の⾝体と⼼を守ります 
核家族化、少子化、晩婚化、そして地域のつながりの希薄化などにより、妊娠・出産・子育

てにかかる不安や孤立感を抱く市民が増えています。また、コロナ禍において子育てを取り巻

く環境も変化しています。 

妊娠・出産・子育てへの不安や孤立感を早期に解消できるよう、子育て家庭に寄り添った妊

娠期から子育て期までの切れ目ない支援で、親子の身体と心を守ります。 

４．⼦ども一人ひとりの状況に応じた⽀援を充実させます 
発達課題の有無に関わらず、子ども一人ひとりがそれぞれの個性を尊重し、健やかに育つこ

とができるよう状況に応じた支援を行い、健全な育成を図ります。 

また、低所得層のひとり親世帯に対する経済的支援、自立支援を通して、保護者が子どもと

向き合うゆとりを生み出し、子どもの成長に好ましい環境が整えられるよう努めていきます。 

主要な取り組みの事例 
●「島田市版ネウボラ５」の推進 

●「子育て世代包括支援センターてくてく６」の運営 

●育児サポーター派遣による子育てのスタート支援 

●乳幼児健康診査や健康相談の実施 

●しまいくサポートファイルによる支援 

主要な取り組みの事例 
●発達に課題のある子どもへの支援体制の強化 

●こども発達支援センター「ふわり」における適切な

支援 

●障害のある子どもに対する放課後等デイサービス

の提供 

●低所得層のひとり親世帯に対する経済的支援と自

立支援 

●家庭児童相談室と関係機関の連携による相談援助

活動 
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５．保育環境の更なる充実を図ります 
子育てしながら働く家庭が増えています。保護者のニーズに対応した多様な保育サービスの

提供に努め、誰もが子育てしやすい環境づくりを進めます。 

併せて、保育所や放課後児童クラブ７の待機児童解消や保育の質を確保・向上し、保護者の

想いに寄り添った適切な支援を行っていきます。 

主要な取り組みの事例 
●保育所等や放課後児童クラブの待機児童解消に向け

た取り組み 

●保育料の第２子半額、第３子以降無償化の継続 

●病児・病後児保育、一時預かり保育など多様なサー

ビスの実施を支援 

●放課後児童クラブ利用者のニーズに合わせた運営体

制の構築 
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   用語解説  
３【子ども家庭総合支援拠点】すべての子どもとその家庭及び妊産婦等を対象として、その福祉に関し必要な支援に係る業務全般を行う支援

拠点 

４【ひとりじゃないでね応援団】島田弁を使った子育て応援メッセージ「ひとりじゃないでね」の想いに賛同し、子育て家庭を温かく包み込

んで孤立しがちな子育てを応援する企業、商店、団体等 

５【島田市版ネウボラ】フィンランドの母子保健システム「ネウボラ」のエッセンスを取り入れた子育て世帯支援体制。母子健康手帳を交付

した家庭に担当保健師を配置し、妊娠期から継続して同じ保健師が訪問や相談等に対応する。 

６【子育て世代包括支援センターてくてく】妊娠期から子育て期にわたるまでの母子保健や育児に関する様々な悩み等に対応するため、母子

保健にかかる専門職が専門的な見地から相談支援等を実施し、妊娠期から出産、子育て期にわたるまでの切れ目のない支援を行う拠点。島

田市保健福祉センター１階に現在開設している。 

７【放課後児童クラブ】保護者が仕事等で昼間家庭にいない小学校に就学している児童を放課後の時間帯や夏休み等の長期休暇期間に預かる

施設 
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地域ぐるみの教育環境をつくる
（学校⽀援・⼦ども⽀援） 

子どもの夢や地域愛を育む「夢育・地育」に向けて、家庭・地域・学校が一体となって地域

の教育力向上に取り組むとともに、生活体験や社会体験、自然体験などの学びの機会を創出し、

地域の特色を生かした学習を推進していきます。 

また、子どもたちがたくましく生きていくために必要となる生活習慣や、規範意識、思いや

りの心などは、親から子への教育の中で身につきます。その親に求められる教育力・子育て力

を養い、高めていきます。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

２-２ 

施策と内容 

２．地域の人・資源を生かした学びの場をつくります 
子どもが未来に向かって、夢を膨らませることができるような教育活動を行います。 

地域の自然や人材、和文化・スポーツなどを生かした体験により、「感動する心」「認め合う

心」「強い心」を持った、地域を愛することができる子どもを育てます。 

１．地域全体で学校教育を⽀援し、教育⼒の向上を図ります 
学校が抱える課題が複雑化・多様化する中、学校だけでなく、地域全体で学校教育を支援す

ることにより、教員が子どもと向き合える時間を増やします。 

また、学校・家庭・地域が連携・協働したまち全体での学校教育により、未来の社会の創り

手となる子どもに必要な資質・能力を育成します。 

主要な取り組みの事例 
●市内小中学校における「学校運営協議会（コミュニ

ティ・スクール）１」の実施 

●地域住民の活動をコーディネートする「地域学校協

働本部２」の推進 

●地域が主体となった「寺子屋３」の展開 

●地域が主体となった登下校時における見守り活動

の実施 

主要な取り組みの事例 
●子どもの夢と地域愛を膨らませるキャリア教育４や

和文化教育５の実施 

●中山間地域の豊かな自然に触れられる「サタデーオ

ープンスクール」「サマーオープンスクール」６の開

催 

●地域の参画を得た「放課後子ども教室７」の開催 

 用語解説  
１【学校運営協議会（コミュニティ・スクール）】学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めるた

め、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組む組織 

２【地域学校協働本部】学校・家庭・地域が一体となって教育を支える体制。配置されたコーディネーターが学校におけるニーズと地域ボランテ

ィアをつないでいる。 

３【寺子屋】社会総がかりで子供たちを育む環境づくりの推進に向けて、家庭等において主体的に学習に取り組む習慣を身に付けることができる

よう、地域の教育力を活用して放課後等に学習支援を行う場 

４【キャリア教育】一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育 

５【和文化教育】日本文化の心を知り、他を思いやる心、感動する心など「豊かな心」を育てることをねらいとして、地域の伝統文化や特色を学

ぶこと 
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３．家庭教育を推進し、⼦育て学習を⽀援します 
たくましく生きていくために基本となる生活習慣や、規範意識、思いやりの心などを子ども

が身につけるためには、親の教育力、子育て力が重要です。その「親力」を養い、高めるため

の取り組みを推進します。 

主要な取り組みの事例 
●仲間づくりの場となる「家庭教育学級８」、「親学講

座」の開催 

●家庭の教育力の向上を図る「家庭教育講座」の開催 

●「家庭教育講演会」を通じた地域の教育力の向上 

●読み聞かせ活動の推進 
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 用語解説  
６【サタデーオープンスクール】【サマーオープンスクール】伊久美地区の豊かな自然環境を生かした体験活動を通して、自然の素晴らしさを感

じる感性や自然を大切にしようとする態度を育てる事業。市内小学校に通学する３年生から６年生までが対象。サタデーオープンスクールは

土曜日、サマーオープンスクールは夏休み期間に開催している。 

７【放課後子ども教室】放課後等に子どもたちの安心・安全な活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、子どもたちとスポーツ・文

化活動・物作り体験活動等を行う事業。子どもたちが自主的に活動するための場所の提供とその見守りが中心であり、家庭に代わる放課後の

生活の場を提供する「放課後児童クラブ」とは異なる。 

８【家庭教育学級】家庭教育について親同士が学び合い、迷いや悩み、不安などの解決や解消、親同士のネットワークづくりなどを行う場 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策の柱 

豊かな⼼を育む教育を進める
（義務教育） 

子どもの成長を支援していくため、新学習指導要領（小学校の外国語教科化や小中学校道徳

の教科化など）への対応やＧＩＧＡスクール構想１で整備した校内通信ネットワークと１人１

台端末の活用など、社会情勢の変化に応じた教育を充実させていきます。 

さらに、老朽化が進んだ学校及び学校関連施設について計画的に改築や改修、修繕を進め、

子どもが安全・安心に学校生活を過ごすことができるよう、適切に管理運営していきます。 

令和６年４月に予定する伊太小学校、相賀小学校、神座小学校、伊久美小学校と島田第一小

学校の統合については、学校間の交流活動を実施することで児童が安心して統合の日を迎えら

れるように準備を進めていきます。 

基本的な施策の方向性 

２-３ 

施策と内容 

２．デジタル社会で活躍できる児童・生徒を育てます 
ＧＩＧＡスクール構想に基づいて整備した校内通信ネットワークと１人１台端末を活用し、

学習活動の更なる充実や児童・生徒の情報活用能力の育成に努めます。 

また、プログラミング教育４を通じて、論理的思考を育てます。 

 

１．⼦どもの成⻑を⽀える教育環境を構築します 
子どもの環境が大きく変わる小学校・中学校への就学を円滑に進めるために、保育所・認定

こども園・幼稚園・小学校及び小学校・中学校の連携によるきめ細やかな就学支援を推進しま

す。 

また、子どもたちをとりまく社会情勢の変化を的確に捉え、子どもが豊かな心や確かな学力

を身につけることができる教育環境の充実に努めていきます。 

 

主要な取り組みの事例 
●保育所・認定こども園２・幼稚園・小学校及び小学校・

中学校の連携によるきめ細やかな就学支援 

●中学校区ごとの小中学校連携による授業づくりの推

進 

●ＡＬＴ３の派遣によるコミュニケーション活動重視

主要な取り組みの事例 
●校内通信ネットワークと１人１台端末を活用した学

習活動の充実 

●ＩＣＴ支援員５の配置による授業支援 

●小中学校におけるプログラミング教育の実施 
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 用語解説  
１【ＧＩＧＡスクール構想】１人１台端末と高速通信ネットワークを一体的に整備し、子どもたち一人ひとりに個別最適化された創造性を育

む教育ＩＣＴ環境を実現させる構想。ＧＩＧＡとは Global and Innovation Gateway for All の略 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．誰もが平等に教育を受けられる環境をつくります 
特別な支援が必要な子どもやその保護者を適切に援助し、誰もが平等な教育を受けられる環

境を整えていきます。 
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主要な取り組みの事例 
●経済的な理由により就学困難な子どもの学校生活

に必要な学用品や給食費等の支援 

●発達障害や学習障害などでサポートが必要な子ど

もに対する個別支援 

●不登校児童・生徒及びその保護者に対するきめ細や

かな対応 

●日本語指導を必要とする外国籍児童・生徒等の支援 

●関係機関と連携したいじめ防止対策 
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３．学校施設の適切な管理運営に努めます 
「島田市学校施設長寿命化計画」に基づき、計画的な改築や改修、修繕を実施することで、

安全・安心な学校環境を維持します。 

併せて、令和６年度からの統合に向けて、島田第一小学校の改築を進めます。 

主要な取り組みの事例 
●小中学校施設の計画的な改築や改修、修繕 

●学校施設の管理運営 

●島田第一小学校の改築 
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５．安全・安⼼でおいしい学校給食を提供します 
安全・安心でおいしい学校給食を提供するとともに、食事の楽しさ、栄養摂取の大切さなど

を子どもたちに伝える食育を推進することで、生涯にわたって健やかに生きていくことができ

る基礎を教えます。 

主要な取り組みの事例 
●徹底した衛生管理による安全・安心な給食の提供 

●学校給食センターの円滑な運営と施設設備の適切

な維持管理 

●食物アレルギー対応食の提供 

●「食育６」の推進 

●旬の地場産物を積極的に取り入れた献立の作成 
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 用語解説  
２【認定こども園】幼稚園・保育所のうち、就学前の子どもに教育・保育を提供する機能、地域における子育て支援を行う機能を備える施設

について、都道府県から認定こども園としての認定を受けた施設 

３【ＡＬＴ】外国語指導助手のことで、Assistant Language Teacher の略 

４【プログラミング教育】子どもたちに、コンピュータに意図した処理を行うように指示することができるということを体験させながら、将

来どのような職業に就くとしても、時代を超えて普遍的に求められる力としての「プログラミング的思考」などを育成するもの 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 用語解説  
５【ＩＣＴ支援員】学校における教育の情報化推進を支援するため学校に配置する支援員。児童生徒のＩＣＴ機器操作支援や授業へのＩＣＴ

機器の活用提案などを行う。 

 

 

 

６．⼦どもにとって望ましい学校環境づくりを推進します 
「島田市立小中学校再編計画」に基づき、伊太小学校、相賀小学校、神座小学校、伊久美小

学校と島田第一小学校の統合を進めます。 

今後必要となる学校再編については、適正規模や学校施設の老朽化の状況などを考慮し、子

どもの教育環境充実の観点から検討していきます。 

主要な取り組みの事例 
●統合後の第一小学校におけるカリキュラム等の調

整 

●円滑な統合に向けた学校間の交流活動の実施 

●統合により遠距離通学となる子どもの交通手段の

確保 
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地域で学びの⼒を発揮する人材
を育てる（社会教育） 

社会の多様化・高度化に伴い、市民一人ひとりが、生涯を通じて学びによる自己実現を図り、

地域社会で活躍できる環境づくりが求められています。 

そのため、地域の人たちの連携・協働を促し、子どもからお年寄りまでライフステージに応

じた多種多様な学習機会を提供するとともに、学んだ成果を社会活動に役立てることのできる

場を設けていきます。 

青少年が地域社会の一員として自立、活躍できるよう、家庭や地域が関わりを持ちながら、

未来の島田を担う人材を育てていきます。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

２-４ 

施策と内容 

２．⻘少年の健全な育成を⽀援します 
地域社会や自然とのふれあいを通じて、次世代を担う子ども・若者の健やかな成長と自立を

支援します。 

また、ニートや引きこもりなど、困難を抱える子どもやその保護者を支援するため、学校や

地域、家庭、関係機関との連携を強化していきます。 

１．生涯学習の充実を図ります 
誰もが、いつでも、どこでも自分らしく学習できる機会を提供するとともに、学習した成果

が評価され、新たな学びや生きがいにつながる環境づくりを進めます。 

主要な取り組みの事例 
●学びのきっかけとなる魅力ある講座の開催 

●ＩＣＴ機器を活用した新たな形の講座の開催 

●学習発表の場である「フェスタしまだ」の開催 

●学びの場である社会教育施設の適切な維持管理 

主要な取り組みの事例 
●地域資源を活用した体験型の少年育成教室「しまだ

ガンバ！」などの開催 

●育成補導委員と連携した補導活動及び育成活動の

推進 

●インターネット上に潜む危険から子どもを守るた

めのネットパトロールの実施 

●成人式の開催 

 用語解説  
１【しまだガンバ！】小学４年生から６年生を対象に他校、他学年、他地域の仲間と自然の恵みの中での集団活動を通して、豊かな感性、創造性の

ある自立した青少年へと成長するよう、健全育成を図る事業 
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３．図書館機能を充実させ読書活動を⽀援します 
市民の自主的な学習・情報収集を支援するため、市民ニーズにあった蔵書資料を整備するほ

か、誰もが快適に利用できる図書館づくりを進めます。 

また、小さな頃から本に親しむことができるよう、身近な公民館等の図書コーナーの充実を

図るとともに、イベントや読み聞かせ会を開催することで、子どもの豊かな心を育みます。 

主要な取り組みの事例 
●市民のニーズを踏まえた蔵書資料の整備 

●誰もが快適に利用できる図書館機能の充実 

●小さな頃から本と触れ合い親しむことの促進 
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市民の健康づくり・体力づくりを目的とした「市民ひとり１スポーツの実現」に向けて、子

どもからお年寄りまでの誰もがスポーツに親しむことができる環境づくりを進めます。 

また、競技スポーツに取り組む市民を支援するとともに、トップアスリートの競技を身近に

肌で感じられる機会を設け、市民のスポーツへの意欲を高めていきます。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

２-５ 

施策と内容 

２．競技スポーツの推進を図ります 
各種競技団体が加盟するＮＰＯ法人島田市スポーツ協会との連携や、しまだ大井川マラソン

in リバティなど各種スポーツ大会の開催を支え、市民の競技力、技術力の向上を図ります。 

また、トップアスリートの合宿誘致などにより、高いレベルのスポーツに触れる機会を創出

します。 

１．生涯スポーツを普及します 
スポーツ推進委員やＮＰＯ法人島田市スポーツ協会などによる各種スポーツ教室をはじめ、

誰でもスポーツに親しみ、参加できる機会を提供します。 

また、自分のペースで安心して運動に取り組めるよう、Ｗｅｂを活用した新しい形の運動機

会の提供に取り組みます。 

主要な取り組みの事例 
●スポーツ少年団の活動支援 

●しまだ大井川マラソン in リバティの開催 

●全国の実業団、大学チームなどの合宿誘致 

●当市にゆかりのあるスポーツ選手・団体の支援及び

選手と市民とがふれあう場の創出 

主要な取り組みの事例 
●誰もが楽しめるニュースポーツ１の普及啓発 

●託児付きスポーツ教室やパラスポーツ２イベントの

開催 

●Ｗｅｂを活用した実演動画の配信 

 用語解説  
１【ニュースポーツ】トランポウォーク、バルーンバレー、ファミリーバドミントンなどの新しい競技 

２【パラスポーツ】車いすバスケットボール、車いすテニス、ボッチャなど障害者が行うスポーツ全般 
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この柱のみんなでめざそう値 

めざそう値は現在検討
中です 
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３．スポーツ活動を⾏う環境を整備します 
誰もが安全・安心にスポーツを楽しむことができるよう、島田球場や大井川河川敷のスポー

ツ広場などの社会体育施設を計画的に改修・修繕します。 

また、学校体育施設を地域に開放することで、身近な場所でスポーツを楽しむ機会を提供し

ます。 
主要な取り組みの事例 
●社会体育施設の計画的な改修・修繕 

●「ローズアリーナ」など社会体育施設の利用促進 

●学校体育施設の開放 

●「島田ゆめ・みらいパーク」の管理運営 
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  政策分野３   
【経済・産業】 

地域経済を力強くリードするまちづくり 

3-1 地域で働く人を増やし、地域経済を発展さ

せる           （地域経済） 

3-2 世界に誇れる技術を持った中小企業を育て

る          （中小企業支援） 

3-3 商店街や個店を支援し、地域のにぎわいを

生み出す        （にぎわい創出） 

3-4 地域の特色を生かした農林業を進める 

（農業・林業） 

3-5 地域の魅力を生かした観光振興を図る 

（観光） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域で働く人を増やし、地域経済
を発展させる（地域経済） 

少子高齢化による生産年齢人口１の減少は避けられない事実であり、このままでは雇用・労

働、生産体制、流通といった地域の経済活動にとどまらず、市民生活にも影響をもたらすよう

になります。一方で、新型コロナウイルスの影響をきっかけに、人々の働き方に対する意識の

変化は、地方に追い風となる側面を持っています。 

そのような中、起業者支援やＵＩＪターン２の促進、テレワーク３・クラウドソーシング４の

推進、勤労者個々のスキルアップの支援といった、「人」に焦点を当てた施策を展開すること

で、地域経済の持続的な発展を目指します。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

３-１ 

施策と内容 

２．多様な働き方を応援します 
デジタルトランスフォーメーションの推進により、働き方の多様化が進んでいます。また、

新型コロナウイルスの影響をきっかけに、人々の働き方に対する考え方に変化が生まれまし

た。 

シェアオフィス６やコワーキングスペース７、サテライトオフィス８といった様々な働く場の

確保を支援するとともに、自分の時間や能力を生かした多様な働き方を応援します。 

１．活躍する人を育て、応援します 
生産年齢人口が減少していく状況でも地域経済の活力を維持するために、新たな起業希望者

を産業支援センター「おびサポ」が中心になって支援するとともに、若者の地元就職やＵＩＪ

ターンを促すことで働き手の確保につなげます。 

また、意欲のある勤労者のスキルアップを支援するほか、高齢者が生涯現役で働ける場を提

供していきます。 

主要な取り組みの事例 
●起業を希望する人への伴走型支援 

●若者のＵＩＪターン就職の促進 

●勤労者のスキルアップ支援 

●高齢者に就労の場を提供するシルバー人材センター

の活動支援 

●「ママハロ５」と連携した働きたいママの支援 
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主要な取組の事例 
●テレワークの推進 

●シェアオフィス、コワーキングスペースの設置 

●サテライトオフィス設置の支援 

●自分の時間や能力を生かした多様な働き方の支援 
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 用語解説  
１【生産年齢人口】年齢別人口のうち労働力の中核をなす 15 歳以上 65 歳未満の人口層 

２【ＵＩＪターン】大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総称（Ｕターン、Ｉターン、Ｊターン） 

３【テレワーク】ＩＣＴを活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方（「tele = 離れた所」と「work = 働く」をあわせた造語） 

４【クラウドソーシング】不特定の人（crowd=群衆）に業務委託（sourcing）するという意味の造語で、ＩＣＴを活用して必要な時に必要な人材を

調達する仕組みのこと 

５【ママハロ】女性向け就職相談窓口 

６【シェアオフィス】複数社で同じオフィスを共有すること 

７【コワーキングスペース】場所の縛りがない環境で働いている人たちが設備を共有して働くことのできる場 

８【サテライトオフィス】企業本社や、官公庁・団体の本庁舎・本部から離れた所に設置されたオフィス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

世界に誇れる技術を持った中
小企業を育てる（中小企業支援） 

「しごと」があることで「ひと」が集まり、「ひと」が集まることで「まち」に活力が生まれ

ます。市内企業の大半を占める中小企業の成長を支援していくことは、持続可能なまちづくり

を進める上で必要不可欠なものとなります。 

行政・事業者・関係団体が果たすべき役割を位置づけた「島田市中小企業・小規模企業振興

基本条例」に基づき、中小企業者の成長を目指します。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

３-２ 

施策と内容 

１．中小企業の「稼ぐ」を応援します 
市内企業の大半を占める中小企業者等が成長・存続していくことが、地域の活力、さらには市

民生活の豊かさにつながっていきます。 

市内の中小企業者等の事業継続を支援するとともに、業態転換や新たなビジネスニーズに対応

する事業者をサポートすることで、経営基盤の強化及び新産業の創出を図ります。 

 

主要な取り組みの事例 
●新たなビジネスニーズに参入する中小企業の支

援 

●島田ビジネススクール「嶋田塾」の開校 

●資金繰りの支援による中小企業の経営基盤強化 
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２．デジタルを活用して、地域産業を盛り上げます 
コロナ禍を経て私たちの生活様式は変わり始めています。これからのニューノーマル１の世の

中では企業活動においてもデジタルへの適応が最も重要な要素の一つなっています。 

島田市デジタル変革宣言に掲げた「地域・産業を元気に！」を実現するために、企業活動にお

けるデジタル化を支援するとともに、市公式ＥＣサイト２を活用して地域産業を盛り上げていき

ます。 

主要な取り組みの事例 
●デジタルシフトを行う中小企業の支援 

●公式ＥＣサイトによる中小企業商品の販売 

●ＩＣＴを活用した中小企業の情報発信 
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３．付加価値の高い地域産業を創出します 
新東名高速道路島田金谷インターチェンジ周辺のふじのくにフロンティア推進区域３では、

交通結節点機能や豊富な水資源などの強みを生かした誘致活動により、企業進出が始まりまし

た。引き続き、生産拠点や物流拠点の形成を図り、ふじのくにフロンティア推進区域で生まれ

た経済効果を市内全域に波及させます。 

 

主要な取り組みの事例 
●６次産業４など次世代の成長産業５を見据えた企業

誘致 

●民間遊休地情報と用地を探す企業のマッチング支

援 

●静岡県東京事務所や金融機関などとの連携による

幅広い情報収集と発信 
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 用語解説  
１【ニューノーマル】新たな常識が定着すること 

２【ＥＣサイト】インターネットを利用した、モノやサービスの販売サイト 

３【ふじのくにフロンティア推進区域】防災・減災と地域成長を両立させた魅力ある地域づくりを実現する「内陸のフロンティアを拓く取

組」において指定されている島田市の区域 

４【６次産業】農山漁村の活性化のため、地域の第１次産業とこれに関連する第２次、第３次産業（加工・販売等）にかかる事業の融合した

産業 

５【成長産業】主に農林水産業の生産・加工・販売の一体化による６次産業、食品、医療品、医療機器、環境関連等の産業 
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商店街や個店を支援し、地域の
にぎわいを生み出す（にぎわい創出）

人口減少を伴う少子高齢化は、商業活動にも大きな影響を与えています。店舗経営者の高齢

化や後継者不足に加え、新型コロナウイルスの影響も重なり、中心市街地をはじめ個店の数は

減少の一途をたどっています。 

一方で、私たちの生活に一番身近な個店の充実や中心市街地のにぎわいは、このまちの活力

を測る大切な要素です。 

築年数が経った物件の魅力を生かしたリノベーション１の促進や公共空間を活用したにぎわ

いづくり、産業支援センター「おびサポ」による個店の支援などにより、人が行き交う地域の

にぎわいを生み出していきます。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

３-３ 

施策と内容 

１．中心市街地のにぎわいづくりを進めます 
「中心市街地活性化基本計画」に基づく取り組みを、商店街や地域住民、関係団体、市内事

業者などと連携して実施し、中心市街地のにぎわいづくりを進めます。 

リノベーションによる個性的な個店、オフィスの進出を促進することで、魅力的な中心市街

地を目指します。 

２．公共空間を活用して、人と人をつなげます 
人が集うことで憩いと楽しみを実感できる公共空間は、そのまちに暮らす人々の共通の財産で

す。この公共空間をより有効的に活用することで、ワンランク上の潤いのある生活につなげます。 

市民・事業者・行政が連携した前例にとらわれない活用をすることで、人と人がつながる、「過

ごしたくなるまちなかづくり」を進めます。 

 

主要な取り組みの事例 
●「中心市街地活性化基本計画」に基づいた中心市街

地のにぎわいづくりの推進 

●リノベーションによる空き家、空き店舗の有効活用 

主要な取り組みの事例 
●公共空間におけるマルシェ２などの開催 

●おび通りや駅前緑地などを回遊して楽しめるウォ

ーカブルシティ３の形成 

●ＪＲ島田駅前広場周辺の有効活用の検討 

 用語解説  
１【リノベーション】既存の建物を改修し、用途や機能を変更して性能を向上させたり付加価値を与えたりすること 

２【マルシェ】人通りの多い場所に集まって出店した集合体。市場 

３【ウォーカブルシティ】居心地が良く歩きたくなるまちなかのこと 
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中心市街地（本通二丁目
交差点）の歩⾏者数
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３．チャレンジする商店主を支援します 
各店舗の魅力を高めることが、まち全体の魅力の向上につながります。産業支援センター「お

びサポ」を中心に関連機関と連携しながら、意欲ある個店のチャレンジを支援し、多様で活力

ある商業の振興を図ります。 

 
主要な取り組みの事例 
●産業支援センター「おびサポ」による個別相談、セ

ミナー・交流会の実施 

●「島田の逸品４」の展開 

●商業者グループや商店街組織の活動支援 

 用語解説  
４【島田の逸品】島田市内で生産(又は企画)し販売されている産品の中から、市の魅力を日本、世界に発信するシンボル的存在として認定した

島田市が誇る産品 
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地域の特色を生かした農林業を
進める（農業・林業） 

農林業従事者の高齢化や後継者不足による担い手の減少、農林産物の価格低迷、荒廃農地１・

荒廃森林２の拡大など地域農林業をとりまく状況は、年々厳しくなっています。 

豊かな自然を背景に発展してきた歴史ある農林業を振興し継承させていくため、担い手の育

成と農地の集積・集約化、農林業の生産基盤整備を進めていきます。 

また、６次産業化やスマート農業３といった新しいカタチにチャレンジする生産者を支援す

ることで、地域の特性を生かした「稼ぐ農林業」を目指します。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

３-４ 

施策と内容 

１．次の世代へつながる「稼ぐ農林業」を目指します 
６次産業化やスマート農業といった新しいカタチを目指す取り組みを支援し、「稼ぐ農林業」

のロールモデルとなる生産者を育てます。 

法人化やビジネス経営体の育成支援により経営基盤の強い生産者を育てるとともに、新規就

農者を支援し、次の世代へつながる担い手を確保します。 

また、ＫＡＤＯＤＥ ＯＯＩＧＡＷＡ等の販売網と生産者を結び付けることで、所得の向上

を図っていきます。 

２．農地を集積・集約し、生産体制を強化します 
農業従事者の高齢化や減少が続く今、地域住民が主体的にこの地域の農業をどうするべきか

を考えていく必要があります。 

担い手となる中心経営体が競争力のある生産者となるように、農地の集積・集約化を進める

ことで、生産性の高い農業を目指します。 

主要な取り組みの事例 
●認定農業者４が実施する６次産業化やスマート農業

といった新しい取り組みの支援 

●法人経営への誘導、ビジネス経営体５の育成支援 

●農業次世代人材投資資金６の活用による新規就農者

の支援 

●ＫＡＤＯＤＥ ＯＯＩＧＡＷＡ等と連携した販売

網の整備 

●森林管理認証７による大井川流域産材のブランド化 

 

主要な取り組みの事例 
●人・農地プランの実質化 

●担い手への農地集積の促進 

●土地改良事業による農地の集約、機械化の推進 
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３．農林業生産基盤の整備を推進します 
農林業の生産性を向上させるため、農道や農業用用排水路、林道の整備を進めます。 

また、被害が拡大している有害鳥獣の対策を進め、農産物や立ち木を守ります。 

主要な取り組みの事例 
●農道・林道の開設や改良、舗装、維持修繕 

●高性能林業機械の導入や間伐、作業道の開設など木

材生産を行う団体の支援 

●地域住民が自ら実施する中山間地域の整備に対す

る支援 

●有害鳥獣から農作物や立ち木を守る活動 

 用語解説  
１【荒廃農地】管理もされず放置されている農地 

２【荒廃森林】間伐が行われておらず、下草が消滅した森林 

３【スマート農業】ロボット技術やＩＣＴ技術を活用して、省力化・精密化や高品質生産を実現する等を推進している新たな農業のこと 

４【認定農業者】効率的かつ安定的な農業経営の育成を図るため、農業者が、市町村が定めた「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な

構想」に示された育成すべき農業経営を目指すため作成した農業経営改善計画を市町村長が認定した農業 

５【ビジネス経営体】家族経営から脱皮し、企業的経営感覚で、地域の農業を牽引していける経営体 

６【農業次世代人材投資資金】次世代を担う農業者となることを志向する人に対し、就農前の研修を後押しする資金及び就農直後の経営確立

を支援する資金 

７【森林管理認証】環境と経済を両立させた森林管理を第三者機関が評価・認定をする制度。効率的な森林経営の推進や安全管理の徹底な

ど、世界水準の森林管理により、違法伐採等を防ぐことで、森林を保全する。 

８【島田市緑茶化計画】「お茶のまち島田」を市内外に発信するシティプロモーションの取り組み 

９【ＧＡＰ】農業において、食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための生産工程管理の取組のこと（Good Agricultural 

Practices：農業生産工程管理） 

10【有機ＪＡＳ】有機食品の検査認証制度のこと。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないで、自然界の力で生産された食品を表してお

り、農産物、加工食品、飼料及び畜産物に付けられる。 
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４．お茶の魅⼒を発信し、茶業の振興を図ります 
当市の基幹作物である「お茶」は、私たち市民の誇りであり、その味や香りの素晴らしさは

市民の誰もが認めるものです。 

しかし、嗜好の多様化によるリーフ茶消費量の減少や茶価の低迷、生産者の高齢化、後継者

不足などお茶を取り巻く状況は、かつてない厳しいものとなっています。 

消費者のニーズに合った様々なお茶を、生産者や茶商、ＪＡが一体となって生産・販売して

いくことにより、茶業の振興を図っていきます。 

また、シティプロモーション「島田市緑茶化計画８」のもとに市民の心を一つにして、私た

ちの誇る島田のお茶を応援していきます。 

主要な取り組みの事例 
●「島田市緑茶化計画」を旗印とした機運づくり 

●ＫＡＤＯＤＥ ＯＯＩＧＡＷＡ等と連携した販売

促進 

●海外輸出を視野に入れたＧＡＰ９や有機ＪＡＳ10な

ど認証取得支援 

●老木化した茶樹の改植支援 

●販売促進活動を行う茶業振興団体の支援 

●お茶を使った関連商品の開発 

●茶草場農法のＰＲと実践者への支援 

●デジタルマーケティングの手法による宣伝・販売

力の強化 
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地域の魅⼒を生かした観光振
興を図る（観光） 

当市には多くの地域資源、観光資源があるものの、市の観光客数や認知度といった数値で見

ると、それを有効活用できているとは言い難い状況です。 

今ある地域資源、観光資源を磨き上げ、さらに魅力的なものにするとともに、ターゲットを

明確にした効果的なマーケティングを展開することにより、島田市観光戦略プランで掲げる将

来像「初めて来ても懐かしく、何度来ても新しい島田 ～“ようこそ”と“ただいま”が呼応

する大井川流域へ～」の実現を目指します。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

３-５ 

施策と内容 

１．地域資源を活用し、「稼ぐ観光」を目指します 
当市には、大井川流域を軸に、独自性のある多くの地域資源があります。多様化する観光ニ

ーズに対応し的確に効果を上げるため、観光戦略プランに基づいた地域資源の磨き上げや新た

な資源を発掘するとともに、市民の暮らしやすさと観光客の過ごしやすさを両立し、地域とと

もに「稼ぐ観光」を実現します。 

主要な取り組みの事例 
●既存の地域資源の磨き上げ、新たな地域資源の発

掘・活用 

●観光コンテンツの造成と流通促進による消費機会

の創出と拡大 

●「新しい旅のスタイル」を意識した、国内外観光客

の受け入れ環境の整備 
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２．魅⼒ある観光情報を効果的に発信し、交流人⼝を拡⼤します 
当市は魅力的な観光資源に溢れているものの、静岡県内の他自治体に比べ、観光旅行先とし

ての認知度が低いという課題があります。 

インターネットを通じて、誰でも、いつでも、様々なところから情報を得られる環境を活用

し、デジタルマーケティングの理念に基づいたターゲットを定めた効果的な情報発信で観光地

としての認知度を高めていきます。当市の観光の軸である大井川流域に地域の観光資源を組み

合わせて、テーマに特化した観光のニーズを中心に訴求していくことで、交流人口の拡大を図

ります。 

主要な取り組みの事例 
●デジタルマーケティングを活用した観光地として

の認知度向上 

●オンラインとオフラインを組み合わせた地域の魅

力の効果的な発信 

●諏訪原城応援隊や御城印等を活用した、続日本 100

名城に選定された諏訪原城跡の魅力を伝える取り

組み 
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３．蓬莱橋周辺の整備を進め、訪れる人の満⾜度を高めます 
蓬莱橋は、世界最長の木造歩道橋としてギネスブックにも掲載されている、当市の最も魅力的

な地域資源の１つです。この強力なコンテンツを官民の連携で効果的に活用して、訪れる人の満

足度を高めていきます。 

 
主要な取り組みの事例 
●大井川蓬莱橋右岸かわまちづくり計画に基づく、右

岸側の整備 

●左岸側における「憩いと賑わいのある水辺空間」の

創出 

●島田市大井川ミズベリング協議会１による関係者

（国土交通省、地域、市）の合意形成 
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 用語解説  
１【島田市大井川ミズベリング協議会】市民、島田市、国土交通省静岡河川事務所などの関係団体で組織する大井川の蓬莱橋周辺のにぎわい

づくりのための組織 

 

 

R2(2020) R7(2025) 

めざそう値は現在検討中です 

 

め
ざ
そ
う
値 

４．川越し街道の魅⼒を高め、にぎわいを創出します 
江戸時代、「箱根八里は馬でも越すが 越すに越されぬ大井川」と唄われたように、東海道最

大の難所である大井川における左岸の宿場町として栄えた川越し街道は、当市の最も魅力ある歴

史資源の１つです。 

川越し街道の歴史・文化を多くの人に知ってもらい、後世へ残していくためにも、伝統的・文

化的な風情・景観に民間事業者の活力を生かしたリノベーションを加えることで、観光資源とし

ての魅力を高めにぎわいを創出します。 

主要な取り組みの事例 
●博物館分館や朝顔の松公園内に飲食機能を設置 

●道水路の整備による景観の向上 

●ロケーションを生かした「和菓子バル」やマルシェ

開催によるにぎわい創出 
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  政策分野４   
【環境・自然・生活】 

4-1 地域循環共生圏を形成する 

（脱炭素社会・循環経済・分散社会） 

4-2 みどり豊かな自然を守り育む 

（森林環境・農地保全・緑化活動） 

4-3 水資源と水環境を守る 

（水環境） 

4-4 住みよい生活環境をつくる 
（ ) 

 

住みよい生活環境があり、自然とともに生きるまちづくり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域循環共生圏を形成する 

令和３年３月、島田市は 2050 年までに温室効果ガス１の排出量実質ゼロを目指す「ゼロカー

ボンシティ」を表明しました。 

その実現に向け、再生可能エネルギー２の利活用と省エネルギー推進の両面から取り組みを

進めるとともに、市民一人ひとりの環境負荷の低減と地球環境の保全への取組を推進していき

ます。 

地域資源を最大限活用しながら自立・分散型３の社会を形成しつつ、地域の特性に応じて資

源を補完し支え合うことにより、地域の活力が最大限発揮される「地域循環共生圏」の形成を

目指します。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

４-１ 

施策と内容 

２．省エネルギーを推進します 
市民や事業者が、深刻化する地球温暖化などの環境問題への理解を深め、地球環境保全に向

けた取り組みを実践できるよう、支援や啓発活動に努めます。 

１．エネルギーの地産地消を推進します 
川根温泉の天然ガスを利用したコージェネレーションシステム４や、田代環境プラザごみ廃

熱式発電５などの運用を継続するとともに、地元企業との協働による公共施設における地産エ

ネルギーの導入を進めていきます。 

また、2050 年に向けてのロードマップ６をつくることで、「ゼロカーボンシティ」を実効性あ

るものとし、エネルギーの地産地消を推進していきます。 

主要な取り組みの事例 
●環境基本計画の改定、周知及び進行管理 

●国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」７の周知、啓発 

●エコアクション 21８の認証・登録の継続、啓発 

●公共施設の省エネルギー化の推進 

主要な取り組みの事例 
●2050 年の「ゼロカーボンシティ」の実現に向けた

ロードマップの策定 

●川根温泉の温室効果ガス削減の取り組みを全国へ

発信 

●田代環境プラザごみ廃熱式発電をはじめとした再

生可能エネルギーの利活用 

●地元企業との協働による公共施設における地産エ

ネルギー導入の促進 

●住宅用省エネルギー設備の設置支援 

●民間事業者の再生可能エネルギー事業の取り組み

に対する適正な行政指導 
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 用語解説  
１【温室効果ガス】温室効果ガスは社会経済活動により生まれたもの、主に二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、フロンガス等がこれにあたる。 
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３．資源のリサイクルを推進します 
古紙やペットボトルの資源回収やごみの資源化等を通じて、限りある資源を有効活用する意

識を高め、資源循環型社会の形成を目指します。 

 

４．ごみの減量を推進します 
環境への負荷を可能な限り軽減するため、ごみの発生を抑制する取り組みを促進するととも

に、田代環境プラザの適切な維持管理により適正なごみ処理を行います。 
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主要な取り組みの事例 
●資源として再利用できる古紙等の回収を行う団体

に対する奨励金の交付 

●ごみの再資源化への市民意識の向上 

●「生活用品活用バンク」の利用促進 

主要な取り組みの事例 
●ごみの発生を抑制するマイグッズ運動の推進 

●生ごみ処理容器キエーロ９の普及啓発や各家庭での

水切りの周知徹底 

●田代環境プラザの長寿命化と適正な運営、維持管理 
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５．環境教育・学習を推進します 
人と環境にやさしい持続可能な社会の実現のため、環境教育・学習の機会を提供し、市民全

体で環境問題を考えていきます。特に、未来を担う子どもが環境問題を自分ごととして意識で

きるようにするため、子どもへの環境教育に力を入れていきます。 

 
主要な取り組みの事例 
●子どもをリーダーとする「アース・キッズ事業 10」

の実施 

●出前講座等を通じた環境保全に対する市民一人ひ

とりの意識向上 

●田代環境プラザにおける施設見学の受け入れ 

●「ＳＤＧｓ11」の周知による環境問題への関心の喚

起 
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 用語解説  
２【再生可能エネルギー】「エネルギー源として永続的に利用することができると認められるもの」で、太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、

大気中の熱その他の自然界に存する熱、バイオマスがこれにあたる。 

３【自立・分散型】地域や需要家等の単位でエネルギーを調達・管理する仕組み 

４【コージェネレーションシステム】環境負荷の少ない天然ガス等を燃料に用いて、必要な場所で電気をつくり、同時に発生する廃熱を蒸

気・給湯・暖房・冷房などに有効利用するシステム 

５【ごみ廃熱式発電】ごみ処理施設でごみを処理する際に発生した廃熱を回収して再利用する発電 

６【ロードマップ】目標達成までの工程。中長期的な目標を管理するもの 

７【国民運動「COOL CHOICE」】2030 年度の温室効果ガスの排出量を 2013 年度比で 26％削減するという目標達成のために、日本が世界に誇る

省エネ・低炭素型の製品・サービス・行動など、温暖化対策に資するあらゆる「賢い選択」を促す国民運動 

８【エコアクション 21】環境への取り組みを適切に実施し、環境経営のための仕組みを構築、運用、維持するとともに、環境コミュニケーシ

ョン（環境負荷や環境保全活動等に関する情報を一方的に提供するだけでなく、利害関係者の意見を聞き、討議することにより、互いの理

解と納得を深めていくこと）を行っている事業者を、認証し登録する制度 

 



   用語解説  
９【生ごみ処理容器キエーロ】黒土に含まれる微生物により、生ごみ自体を消滅させる生ごみ処理容器 

10【アース・キッズ事業】子どもたちがリーダーとなり、家庭で地球温暖化防止に取り組む事業 

11【ＳＤＧｓ】2015 年９月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された，2030

年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標。17 のゴール・169 のターゲットから構成される。 
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みどり豊かな自然を守り育む 
（森林環境・農地保全・緑化活動） 

私たちの自慢である「山のみどり」「お茶のみどり」「まちのみどり」が映える空間を大切に

していきます。 

農地や森林を適切に管理することで、公益的な機能を維持していきます。特に、二酸化炭素

を吸収する森林が持つ機能は、「ゼロカーボンシティ」の実現に欠かせません。この森林を未来

に引き継ぐ財産として守り続けていきます。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

４-２ 

施策と内容 

２．農地や森林が持つ多様な効果を守り、生かします 
農地や森林が持つ水源かん養２や地球温暖化防止などの公益的機能の維持・回復を図るため、

農地や森林を適切に保全・整備するとともに、地域と連携した維持管理を進めていきます。 

また、木材の積極的な活用を進めることで、「育て、活用し、また育てる」林業の循環を促

進し、森林が持つ二酸化炭素の吸収機能を高めていきます。 

 

１．森林環境の保全を図ります 
市域の３分の２を占める森林は、私たちの共有財産です。この森林環境の保全を図るため、

適切な森林整備を進め、森林環境を守り続けていきます。 

 

主要な取り組みの事例 
●森林保全や木材利用の普及啓発 

●伊太田代地区周辺における自然環境や希少動物の

保護と観察体制の構築 

●企業との環境保全協定１の締結数の増加 

●ブランド化による大井川流域産材の利用促進 

主要な取り組みの事例 
●森林整備計画に基づく計画的な森林の保全と整備 

●農業振興地域整備計画に基づく農地の適切な管理 

●地域住民と連携した農地と里山環境の維持 

●荒廃農地３の発生抑制と解消、地域の実情に応じた

対策の実施 

 用語解説  
１【環境保全協定】環境保全の１つの手段として、地方公共団体または住民と企業との間で締結される協定を指す。これらの協定は法令の規定基準

を補完し、地域に応じた環境保全の目標値の設定、具体的な対策の明示などを内容とし、法律や条例の規定と並ぶ有力な環境保全対策の手段とし

て広く利用されている。 

２【水源かん養】森林の土壌が、降水を貯留し、河川へ流れ込む水の量を平準化して洪水を緩和するとともに、川の流量を安定させること 

３【荒廃農地】管理もされず放置されている農地 
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 めざそう値は現在検討中で
す 

この柱のみんなでめざそう値 

３．まちの緑化を推進します 
まちにあるみどりは、生活に潤いを与えてくれます。緑化活動の支援や、さくらやバラを保

護育成することで、花とみどりにあふれる、心が豊かになるまちづくりを進めます。 

R2(2020) R7(2025) 

主要な取り組みの事例 
●市民や事業者が行う生け垣づくりの支援 

●花と緑で彩られた都市空間を創出する市民の自発

的な活動の支援 

●全国的に希少品種である帯桜の里づくりの推進 

●さくら並木の保護育成支援 

●市の花であるバラを活用したまちづくり 
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水資源と水環境を守る 
（水環境） 

今日の島田市の発展があるのは、大井川の表流水に留まらず地下水までを含めたすべての水

のおかげだと言えます。 

市民生活、経済活動等に欠くことのできない水資源について、水質の保全はもとより安定的

な水量の確保を確実なものとし、当市の恵まれた水資源と水環境を恒久的な財産として、次世

代に引き継いでいきます。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

４-３ 

施策と内容 

１．リニア中央新幹線整備における水資源と自然環境の保全に取り組みます 
リニア中央新幹線整備計画における南アルプストンネル等の施工に伴い、大井川流域の表流

水及び地下水の減少や地中の有害物質が及ぼす水質悪化の恐れがあるため、トンネル湧水の全

量を戻す等水資源を確保すること、さらに水質の保全に万全を期すことを、事業者（ＪＲ東海）

に強く求めます。 

主要な取り組みの事例 
●リニア中央新幹線整備計画における南アルプスト

ンネル等の施工に伴う影響の継続的な確認 

●水資源の確保と水質を含めた自然環境の保全につ

いて、県、流域市町８市２町、利水者 11 者が連携し

た、事業者に対する影響の低減を求める働きかけの

継続 

●大井川水系の水利に関する調整及び協議 

 用語解説  
１【雨水浸透施設】建物の屋根に降った雨を地中へ浸透させるためのますや管 

 

 

２．水資源を保全します 
水循環における水を使用する者の責務として、使用した水をきれいにしてから自然環境に戻

します。処理施設の適切な維持管理による安定した汚水処理を行うとともに、単独処理浄化槽

や汲み取りから合併処理浄化槽への付け替えを促進することで、水資源の保全を推進します。 

また、雨水を地下に浸透させることで地下水をかん養して、水資源を守ります。 

 

 

主要な取り組みの事例 
●浄化センターや住宅団地汚水処理場、クリーンセン

ターの適切な管理運営 

●単独処理浄化槽や汲み取りから合併処理浄化槽へ

の付け替えの促進 

●地下水のかん養を図る雨水浸透施設１の設置の推進 
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中です 

この柱のみんなでめざそう値 
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3．水環境を守ります 
豊かな自然環境に由来する水環境は私たちの生活を豊かにしてくれます。その水環境を市民

共通の財産として守る意識を高め、市民、事業者、市が一体となって、美しい水環境の維持・

向上を図ります。 

主要な取り組みの事例 
●水の大切さを伝える啓発活動を通じた大井川の水

環境を守り続ける意識の高揚 

●ミズベリング２の活動を通じた水辺空間を楽しむ

ライフスタイルの提案 

●市内一斉環境美化活動（川ざらい）の実施による生

活環境の保全及び公衆衛生の向上 

●住民と行政が協働して河川美化活動を行うリバー

フレンドシップ制度３の推進 
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 用語解説  
２【ミズベリング】「水辺＋ＲＩＮＧ(輪)」、「水辺＋Ｒ(リノベーション)＋ＩＮＧ(進行形)」の造語。水辺に興味を持つ市民や企業、行政が三位一体と

なって、水辺とまちが一体となった美しい景観と、新しい賑わいを創出する取り組み 

３【リバーフレンドシップ制度】住民と行政の協働による河川美化活動。地域全体で身近な環境保護への関心を高めることを目的としている。住

民、利用者等がリバーフレンド（川のともだち）となり、川の清掃や除草等を行い、市は活動によって生じた雑草、空き缶、その他廃棄物の処分

に協力し、県は活動に必要な物品の支援を行う。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住みよい生活環境をつくる 

快適な居住環境の確保や地域の実情にあった公共交通網の構築を進めるとともに、交通事故

や犯罪のない、市民誰もが「住み続けたい」まちをつくります。 

また、性別、年齢、国籍などにかかわらず、誰もが互いを尊重し、認め合い、いきいきと活

躍できる社会環境づくりを進めます。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

４-４ 

施策と内容 

２．空き家の流通を促進するとともに、危険な空き家への対策を強化します 
人口減少や高齢化の影響などにより全国的に空き家が増えており、市内においても同様の傾

向となっています。優良な空き家は、まちの貴重な既存ストックであるとの認識のもと、不動

産事業者などと連携しながら活用を促進していきます。 

また、危険な空き家を増やさないようにするため、空き家管理の重要性を啓発するとともに、

必要な場合には特定空き家２等への認定を行うことにより、安全・安心に暮らせる良好な住環

境を維持していきます。 

 

１．快適な居住環境の確保、安定した市営住宅の供給に努めます 
地区の特性に応じて指定している地区計画１を適正に運用するとともに、地域の状況に応じ

て新たな地区計画を設定することで、良好な居住環境の形成に努めます。 

公共が担う住宅政策として、「市営住宅等長寿命化計画」に基づき、市営住宅の供給による

快適な住環境の確保と長期的な活用を図り、適切に維持管理していきます。 
主要な取り組みの事例 
●地区計画の適正な運用による、良好な居住環境の形

成 

●「市営住宅等長寿命化計画」に基づく計画的な市営

住宅の維持・管理 

●土地の有効利用の基礎となる地籍調査の推進 

 用語解説  
１【地区計画】一定のまとまりを持った「地区」の用途地域の規制を強化、緩和することを目的に、その地区の実情に合ったよりきめ細かい規制を

行う都市計画法に基づく制度 

２【特定空き家】周辺の生活環境に深刻な影響を及ぼしている空き家のこと。そのまま放置すると著しく保安上危険または衛生上有害となる状態、

適切に管理されていないため著しく景観を損なっている状態にあると認められる空き家のこと。 

３【住んでご島田】島田市への移住・定住を考えている方々に向けて情報発信を行うサイト 

 

 

主要な取り組みの事例 
●「住んでご島田３」や不動産事業者と連携した不動

産情報の発信 

●中古住宅取得に対する支援 

●地域住民の協力や止水情報による空き家の把握、所

有者への活用の案内 

●特定空き家等の認定 
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３．防犯活動を推進します 
市民一人ひとりの防犯意識を高めるとともに、地域の防犯活動を促進し、市民・地域・関係機

関が一体となった安全・安心な地域づくりを進めます。 

４．地域の実情にあった公共交通を運⾏します 
公共交通は、通学や通勤、通院時の移動手段として、特に、学生や高齢者の日常生活を支え

る重要な役割を担っています。 

基幹となる民間路線バスとコミュニティバスに加え、自治会やＮＰＯ団体といった地域活動

を支えている関係者と連携を図ることで地域の自主的な交通手段確保の取り組みを支援し、地

域の実情に応じた、将来にわたり持続可能な公共交通網の構築を進めます。 

R2(2020) 
 
 

R7(2025) 
 
 

主要な取り組みの事例 
●関連団体との連携を密にした防犯対策啓発活動の

強化 

●犯罪情報の周知を通じた市民の防犯意識の向上 

●地域防犯団体の活動支援による防犯まちづくりの

促進 

●犯罪被害者等支援総合窓口の設置 

 

主要な取り組みの事例 
●多様な手段による地域の実情にあった持続可能な

公共交通網の構築 

●地域による自主的な交通手段確保の取り組みの支

援 

●スクールバスの余力を活用した住民混乗４バスの

導入促進 

●公共交通を守り続けることの必要性を市民全体で

共有するための意識啓発 

●ＭａａＳ５などのＩＣＴを活用した次世代交通シ

ステムの導入の検討 
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 用語解説  
４【住民混乗】地域内を運行しているスクールバスに一般住民が同乗すること 

５【ＭａａＳ】Mobility as a Service の略。自家用車以外の全ての交通手段による移動を１つのサービスとして捉え、公共交通やそれ以外の

移動手段を最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービス。 
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５．交通安全対策を推進し、地域の安全を高めます 
市民一人ひとりの交通安全意識を高めるとともに、交通安全施設等の設置・維持管理を行い、

交通事故のない安全な地域づくりを進めます。 

施策と内容 

６．消費生活対策を推進します 
消費者教育推進計画に基づき、自ら学び、自ら考え行動する消費者の育成を目指し、消費生活

の安定と向上を図ります。 

悪質商法による消費者トラブル、特殊詐欺６の被害が依然として後を絶つことがありません。

幼児期から高齢期までのライフステージに応じた消費者教育を体系的に実施し、消費者の年齢階

層ごとの特性に配慮した未然防止策を講じます。 

 

７．⼈権が尊重される社会、男⼥共同参画社会の実現を目指します 
すべての人の人権が尊重され、互いに尊重しあい、誰もが自分らしくいきいきと暮らせるま

ちづくりを目指します。 

特に、男女が互いに尊重しあい、責任を分かち合う社会の実現を目指します。 

 

主要な取り組みの事例 
●交通安全運動の推進と交通安全意識の向上 

●交通安全施設（道路照明灯、道路反射鏡、道路標識、

ガードレール等）の設置と維持管理 

●生活道路における危険個箇所の解消 

●高齢者等の運転免許証自主返納のサポート 
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主要な取り組みの事例 
●消費生活講座や啓発活動の強化による、悪質商法等

の被害の未然防止 

●消費者教育の人材（担い手）の育成・活用 

●迷惑電話防止装置の設置促進 

主要な取り組みの事例 
●人権教育、人権の啓発活動の充実 

●第３次島田市男女共同参画行動計画の推進 

●ワーク・ライフ・バランス７の推進 
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 用語解説  
６【特殊詐欺】犯人が電話やハガキ（封書）等で親族や公共機関の職員等を名乗って被害者を信じ込ませ、現金やキャッシュカードをだまし取る、

医療費の還付金が受け取れるなどと言ってＡＴＭを操作させ、犯人の口座に送金させるといった犯罪。オレオレ詐欺、預貯金詐欺、架空料金請求

詐欺、還付金詐欺など。 

７【ワーク・ライフ・バランス】仕事と生活の調和。国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭

や地域生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できること。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

８．国籍や文化にとらわれず多様な価値を認め合い共に暮らします 
島田市に暮らす人は、国籍に関わらず、皆同じ島田市民です。国籍や文化的な違いにとらわれ

ず、誰もが互いを認め合い、協力しながら、共に暮らし、共に活躍できるまちをつくります 

施策と内容 

主要な取り組みの事例 
●日本人住民に対する多文化共生社会の意識啓発 

●国際交流協会や企業等と連携した、日本人住民と外

国人住民の交流の場づくり 

●外国人住民に対する地域活動への参加促進 

●外国人住民にも分かりやすい行政情報の発信 
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  政策分野５   
【歴史・文化・地域】 

5-1 培われた歴史・文化で地域への理解と愛着

を深める        （歴史・文化） 

5-2 島田を知り、好きになってもらう 

（情報発信・シティプロモーション） 

5-3 誰もが暮らしたい、関わりたい、魅力ある

地域をつくる    （移住・関係人口) 

 

歴史・文化がかがやく、人が集まるまちづくり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

培われた歴史・⽂化で地域への理
解と愛着を深める（歴史・⽂化） 

地域の歴史や育まれてきた文化芸術は、私たちの創造力や表現力を高め、日常生活にうるお

いを与えてくれてます。そこから人と人との交流が広がり、活力ある地域社会の実現につなが

っていきます。 

「文化芸術推進計画１」に掲げる「まもる」「はぐくむ」「つくりだす」「つなげる」の４つの

視点に基づいた施策を推進することにより、ヒト・モノ・コトの架け橋となる交流都市をつく

ります。また、市民のさらなる地域理解と愛着を深め、まちの魅力を高めます。 

 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

５-１ 

施策と内容 

２．歴史に触れる機会を創出します 
歴史・文化を伝えていく重要な役割を担う博物館をはじめ、当市の歴史を学ぶ環境を充実さ

せ、地域への愛着と誇りを醸成します。 

開館 30 周年を迎える博物館本館の常設展示をリニューアルし、川越し街道の来訪者に川越

し文化を伝えます。 

 

１．歴史資源を守り、活用を進めます 
国の指定文化財である大井川川越遺跡、諏訪原城跡の歴史資源を後世に継承していくととも

に、観光資源として活用することでまちのにぎわいにつなげます。 

また、国・県・市が指定する文化財の保存活動を支援します。 

 

主要な取り組みの事例 
●博物館本館の常設展示リニューアル 

●学校や地域と連携した歴史講座やワークショップ、

体験学習の開催 

●市史の調査・研究の推進 

主要な取り組みの事例 
●大井川川越遺跡の保存管理と観光資源としての活

用 

●諏訪原城跡の復元・保存整備及び安全に見学するた

めの園路等の整備と活用 

●国・県・市が指定する文化財の保存活動の支援 

●「しまだ市民遺産２」への認定と、それを生かした

地域づくりの促進 
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 用語解説  
１【文化芸術推進計画】島田市の文化芸術政策の方向性を示す計画。これまで培われてきた多様な文化芸術の継承と発展を支え、独創性ある取組を

計画的に推進していく。 

２【しまだ市民遺産】地域が大切に守り続けてきた「わがまちの宝」。市民から募集し、市民等による審査を経て認定する。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

この柱のみんなでめざそう値 

めざそう値は現在検討中
です 
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３．⽂化・芸術に親しむ機会を充実します 
文化や芸術は、私たちの日々の生活にうるおいを与えてくれます。 

「文化芸術推進計画」の理念に基づき、身近に文化芸術に触れることができる機会を提供す

るとともに、社会全体で文化芸術の推進を図ります。 

 

主要な取り組みの事例 
●市民参加型、協働創造型、支援型の文化事業の開催 

●文化芸術活動への参加を働きかけるアウトリーチ

手法３の積極的な展開 

●文化芸術団体の支援 

●それぞれの文化施設の特徴を生かした文化活動・発

表の場の提供 

●長期的な視野に基づいた文化施設の維持・管理 
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 用語解説   
３【アウトリーチ手法】文化芸術に接する機会がない人々に芸術家や企画者側から働きかけること（出前演奏など） 
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島田を知り、好きになってもらう
 

訪れたり、買ったり、愛着を持ったり。人々がこのような行動を起こすのは、島田市を知っ

てもらうことから始まります。 

歴史や豊かな自然に育まれた魅力ある地域資源を生かして、これからも活力に満ちたまちで

あるために、まずは知ってもらい、そして、好きになってもらえるよう、市内・市外のそれぞ

れに向けて効果的な情報発信を行うとともに、「島田市緑茶化計画」を柱とした戦略的なシティ

プロモーションを展開することで島田を好きな人を増やします。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

５-２ 

施策と内容 

１．効果的に情報を発信し、島田をもっと知ってもらいます 
インターネットやモバイル端末の普及により、人々の生活のデジタル化が急速に進み、情報

を得る手段が多様化しています。 

情報が洪水のようにあふれる今、選ばれる情報になるためには、マーケティング１の考えに

基づいた、受け取り手に寄り添った情報発信が欠かせません。欲しい人が欲しい情報を分かり

やすく得られるような工夫や、ターゲットを絞ったプッシュ型２の発信により、効果的に情報

を届けます。 

また、デジタル情報だけに頼ることなく、広報紙やテレビ、ラジオ、新聞といった様々なメ

ディアを駆使することで、より広報効果を高めていきます。 

主要な取り組みの事例 
●デジタルマーケティング３の手法を活用した効果的

な情報発信 

●多様なメディアと連携した積極的な情報発信 

 用語解説  
１【マーケティング】状況の変化に対応しながら、消費者のニーズを満たすために、商品またはサービスを効率的に消費者に提供するための活動 

２【プッシュ型】受信者側から求めなくても発信者側から一方的に情報の発信や更新が行われること 

３【デジタルマーケティング】デジタルを活用したマーケティング 
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２．島田市緑茶化計画４を柱としたシティプロモーションの推進により、 
島田のブランド⼒を⾼めます 

当市の一番の魅力である緑茶を題材とした「島田市緑茶化計画」によるシティプ

ロモーションを市内・国内・国外に向けて、それぞれの戦略を推進します。 

また、大井川流域の雄大な自然、川越し街道などの文化資源をはじめとする当市

の魅力もシティプロモーションに効果的に活用していきます。 

さらに、社会のトレンドや機会を的確にとらえたプロモーションにより、島田の

ブランド力を高めていきます。 

主要な取り組みの事例 
●「島田市緑茶化計画」を旗印とした稼ぐシティプロ

モーションの実施 

●「島田市緑茶化計画」を通した市民の「島田愛」の

醸成 

●ふるさと大使５などの協力を得た求心力のあるシテ

ィプロモーションの実施 

●映画やアニメなどに連動したスピード感のあるプ

ロモーションの実施 
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 用語解説  
４【島田市緑茶化計画】「お茶のまち島田」を市内外に発信するシティプロモーションの取り組み 

５【ふるさと大使】島田市のＰＲを積極的に担っていただく、島田市出身者及びゆかりがあって各種分野で活躍される方 
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誰もが暮らしたい、関わりたい、魅
⼒ある地域をつくる

当市の持つ豊かな自然や、観光資源、充実した子育て環境などの魅力を積極的に発信するこ

とで、当市に興味を持ってもらい、行ってみたい、関わりたい、暮らしたいと思う人を増やし

ます。 

また、持続可能なまちであり続けるために、島田に暮らす人、島田を訪れる人、そして離れ

ていてもいつも島田を応援してくれる人を大切にし、地域の活力につなげます。 

基本的な施策の方向性 

施策の柱 

５-３ 

施策と内容 

２．島田を応援してくれる人を増やします 
人口減少や高齢化の進行により、地域づくりの担い手の確保が課題となっています。島田に

住んでいなくても島田に愛着をもち、関わり、応援してくれる人々、すなわち「関係人口」を

増やすことで、地域の活性化と持続可能なまちづくりを進めていきます。 

１．移住支援を推進します 
首都圏等の移住希望者に対して、当市自慢の子育て環境や豊かな自然、ここに住む人の温か

さなどをアピールし、当市を移住先として選んでくれる人を増やします。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に、テレワーク１などを利用することで豊か

な自然のある地方での暮らしを希望する人が増えてきています。こうした地方移住の機運の高

まりを踏まえた移住支援施策を推進し、さらなる移住者の増加を図ります。 

 

主要な取り組みの事例 
●ＳＬや温泉、蓬莱橋などの地域資源を生かした「島田

のファン」獲得 

●「島田のファン」が島田で実施する活動の支援 

●ふるさと納税返礼品を通じた島田の魅力の発信 

●企業版ふるさと納税を通じた島田を応援してくれる

企業との連携 

主要な取り組みの事例 
●首都圏等における移住相談会や体験ツアーの開催 

●住まいや仕事に関する情報の発信 

●移住希望者に寄り添った相談支援 

●テレワークなどの新しい働き方を踏まえた新たな

移住希望者の掘り起こし 

 用語解説  
１【テレワーク】ＩＣＴを活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方（「tele = 離れた所」と「work = 働く」をあわせた造語） 
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３．中山間地域での豊かな暮らしを応援します 
当市の中山間地域は、過疎化・高齢化が進み、人口減少が顕著となっていますが、美しい自

然に恵まれた、人と人のつながりが深い、心安らぐ癒しの地域であることが強みです。 

中山間地域の魅力を発信し、そこでの暮らしに共感する人々を増やすとともに、今住んでい

る人も、これから住みたい人も、安心して暮らすことのできる地域をつくっていきます。 

主要な取り組みの事例 
●地域の拠点における生活サービスや地域コミュニ

ティ機能の維持・集積により、豊かに暮らし続けら

れる地域づくり 

●「地域おこし協力隊」の積極的な受け入れ 

●地域資源を活用した都市部との交流促進 
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